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『温故知新』 

～素晴らしい伝統を継承し、未来に繋げていこう！～ 

 

【はじめに】 

今、精神の荒廃や心の成長という視点に立って、わが国の社会全般における状況を見てみると、子供

だけではなく、範を示すべき大人までもがすぐに「キレる」そして「短絡的な行動に走る」傾向にあるよう

に思われます。このような自制心が欠如した「わがまま」な振る舞い、考え方が世に溢れています。何故

このような社会になってしまったのでしょうか。教育の現場である家庭や学校、 また職場や地域におい

ても、現在は「個の邸重」という理念が姐きをなしています。それ自体に問題があるとはいえませんが、

「自分のための腺重」のみが叫ばれ、「他の尊重」や「公の隙諏」がなおざりになってしまっている。権利

の主張だけが先走り、義務の履行があまりにもおろそかになっているのではないでしょうか。この、いわ

ゆる「自分勝手至上主義」の蔓延こそが現在の日本の活力を奪っている原因に思えてなりません。 

では、このような歪んだ社会状況からどのようにして再生を果たしてゆくべきなのでしょうか。私たちの人

間社会は人と人とが集まることによって形成されており、政治、経済、福祉など人間が 行う活動の全て

は人と人とのつながりの上に成り立っています。このように考えると、人は自分ひとりで生きているので

はなく、また生きてはゆけない。現実の世界を生きる上では、他の人の存在を無視することはできない

のです。「個」が「公」を形成し、 

「個」が力を合わせて「公」のために尽くすこと、それが「公」と「個」全体の発展と向上に繋がってゆく、と

いう原理原則を再認識することこそ、我が国、そして我々の所属する J C において 

も「活力」を取り戻すための鍵となりうるのではないでしょうか。そしてさらに、「個」と「公」に対する意識を

自分自身の中でパランス良く成長させ、実行につなげていくことが、世界に類のなぃ伝統文化を継承

する日本人として、世界に誇れる成熟した大人 社会を構築していくことへとつながっていくのではない

でしょうか。 

 

【情熱と実行力をもつ青年として】 

「松山青年会議所設立趣意書」によると「「青年」それはあらゆる価値の根源である。野年の集う処必ず

其処に絢爛たる文化の華咲く。固際青年会議所は独創欲に炎える若き情熱と実行力を持った青年実

業家ならびに文化人の集団である」と沓かれています。確かに我々野年は、幾多の困難に立ち向かい

齢を重ねてこられた諸先猜方のような経験や知識は持ち合わせていないかもしれない。しかし、若き梢

熱と実行力を持った青年として、たとえいかなる逆境においてもその状況下を愉しみ、失敗を恐れず力

強く前進してゆく内なる力を大いに発揮しなければなりません。 



また、それと同時に、 “古きをたずねて新しきを知る＂ 「温故知新」 

の心構えを持つべきであると考えます。昨今の風潮として、「古いもの、過去のものはこの時代にそぐわ

ない。変革が必要だ」と一概に決めてかかるところがあるように感じます。しかし、不変的に語り継がれ

てきた先人たちの知恵や言葉、それらを素直な心で受け止め、時代に則した形に変えて応用してゆく

という柔軟さと謹虚さを持つべきではないでしょうか。 

 

【我々がなすべきこと】 

我がまち“まつやま＂は数え切れないほどの有形無形の文化遺産を持ち、また、俳人正岡子規や「坂

の上の雲」の主人公である秋山兄弟をはじめ、数多くの日本を代表する悴人を楚出しています。このよ

うな恵まれた環境の中、我々には先翡諸氏の培ってこられた様々な素晴らしい事業があります。これら

の事業を継続し、将来に繋げてゆくのはもちろんですが、それに取り組む姿勢は、「この事業をどういう

ものにしたいのか？更によくするためにはどうすべきなのか？」という積極的なものでなくてはなりませ

ん。その時々の状況により、企画運営が非常に困難な状況に陥ることもあるでしょう。しかし、継続する

ことだけを目的とし無難にまとめようとした時点で、その事業の発展と必要性は無くなるのではないか。

そして何より、同じ時問を共有し、共に苦労した者達だけが味わえる至上の「達成感」を失うことになる

のではないかと思います。どうせやるなら、とことん考え、大いに譲論し、そして「机上の理論」に終始す

ることなく積極的に行動を起こすべきです。事業の成功や失敗はあくまでも結果であり、 むしろこの、 

成功 、 失敗の過程を通して、 自分一人の力の無力さに気づき、 他の J C メンパーや外部との協力

体制がいかに大切なものであるか を身に泌みて感じること、 相手を蒋重し、 認め合うことの大切さ 

を知ることによって、 お互いの信頼関係がより強固なものとなっていくこと、これこそがまさに利害関係

抜きの JC 活動の醍醐味と言えるのではないでしょうか。そしてその結果、自ずと事業は 発展的なもの

となり、JC 全体がより強力な組織に育ってゆくに違いありません。 

 

【JC の使命】 

今行政をはじめ、あらゆる方面の各種団体から、JC に対する大きな期待を感じとることが出来ますが、 

また一方では、 単年度組織であるが故の連携の取り難さを指摘されることもあります。しかし、 同じ目

的のもとに協力し合い、 確実にコミュニケーションのとれている関係においては、 単年度組織であると

いうシステムも大した障害ではない筈ですし、 現にお互い掠重し合いながら 素晴らしい協力体制のも

と共に事業を運営している他団体も多く 存在しています。 

JC 内部におけるこのシステムの強みは、 翌年にいい意味での方向転換が利くことにあります。実際に

運営してみて上手くいかなかったのなら、 その失敗要因を十分に検証して次への成功につなげれば

いい。また、 明確な目標・目的があれば担当者が変わってもその事業を運営していく上では何の支賠

も生じない筈ですし、 新たに素晴らしい発想が生まれるという可能性も高い。その反面、 同じ者が何

年も担当し運営を続けてしまうことは、 マンネリに陥り易く事業自体が衰退してゆく恐れがあるのでは

ないかと思います。また、 他団体との連携という点については、 JC 内部の議論の中 でも「まず他の

団体とのネットワークの構築が必要だ」という意見をよく耳にします。確かに事業を推進していく上では



外部団体とのネットワーク構築は大切なことでしょう。が、 しかし、 それはあくまでも手段であって目的

ではない。我々J C には、 私心なき大いなる目標・目的を持ちつつ自らの強力な牽引力を発揮するこ

とによって、 他団体に先駆けて、 その事業を「まずやってみせる」 使命があると思います。 

「我々JC がやらずして誰がやる！」の気概で事業に取り組みたいものです。 

 

【最後に】 

 過去は現在の原因であり、未来は現在の結果である。 

我々には先輩諸兄から受け継いだものを大切に育み、そしてそれを後世に受け渡してゆく義務があり

ます。歴史は連綿と続いているのです。この素晴らしい伝統を継承し発展させてゆくため我々に必要な

ことは、自分の置かれた状況を客観的に捉え、だからこそ今なにをすべきなのかを判断できる『ものさ

し』、つまり『考え方の基本、指針、信念』を自分自身の中に持つことだと思います。『論語』の中に「君

子は和して同せず、小人は同して和せず」という故事があります。優れた人物は協調性に富むが、無

原則な妥協は排除する。しかし小人物はすぐに妥協はするが、真の協調性には欠けているという意味

です。 

我々の所属する（社）松山青年会議所は、過去も現在もそして未来も、メンバー一人ひとりが周りに流さ

れない確固たる自己を持ち、その上でお互いを認め合い尊重し合える、そして健全な議論を闘わせ、

目的に向かって共に前進してゆくことのできる組織であるはずです。 

時間は限られています。同じ時を共有する仲間として、明るい未来のため、『強い意志』を持って、ＪＣ活

動に取り組んでみようではありませんか！ 

 

以上 


